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日
本
は
戦
後
高
度
成
長
を
果
た
し
、
世

界
に
冠
た
る
経
済
大
国
と
な
っ
た
。
産
業

の
発
展
が
、
日
本
の
発
展
を
牽
引
し
た
こ

と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
性
能
の
良
い
製

品
、
付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
世
界
中
に

供
給
す
る
こ
と
で
、
経
済
を
発
展
さ
せ
、

国
民
の
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
き

て
い
る
。
製
品
に
は
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
だ

け
で
は
な
く
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
I
T
な
ど

も
含
ま
れ
る
。
新
し
い
価
値
を
創
造
し
続

け
る
こ
と
が
、
必
須
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
人
材
育
成
を
含
め
た
基
礎
的
な
分

野
へ
の
投
資
が
重
要
で
あ
る
。

　

日
本
の
産
業
発
展
を
支
え
た
の
は
、
石

油
、
石
炭
を
は
じ
め
と
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
。
現
代
社
会
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
が
無
く
て
は
成
り
立
た
な
い
。
G
D
P

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
比
例
関
係
に
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と
で
産
業
が
発

展
し
、
産
業
が
発
展
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
大
量
に
消
費
す
る
。
い
わ
ゆ
る
先

進
国
で
は
、
平
均
寿
命
が
80
歳
を
超
え
て

お
り
、
国
民
の
福
祉
の
向
上
に
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。こ
れ
か
ら
、中
国
や
イ
ン
ド
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

の
経
済
発
展
が
進
む
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
増
大
す
る
。
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
人
口
に
比
例
す
る
の
で
、
将
来
、

14
億
人
の
人
口
を
持
つ
中
国
で
は
、
日
本

の
10
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
必
要
と
な

15
年
で
増
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
日
本

で
は
石
炭
火
力
発
電
が
減
少
気
味
で
あ
る

が
、
世
界
で
は
ど
ん
ど
ん
石
炭
を
焚
い
て

い
る
。
電
力
需
要
の
伸
び
は
、
単
調
増
加

で
あ
り
、
15
年
後
の
2
0
4
0
年
に
は
現

在
の
1
・
5
倍
の
45
兆
k
W
h
と
な
る
。

2
0
4
0
年
の
世
界
の
電
力
を
考
え
る

と
、
さ
ら
に
日
本
15
カ
国
分
の
電
力
が
必

要
に
な
る
。
単
純
計
算
で
、
毎
年
日
本
一

カ
国
分
の
新
し
い
電
源
が
開
発
さ
れ
て
い

く
事
に
な
る
。
石
炭
や
天
然
ガ
ス
、
ウ
ラ

ン
な
ど
資
源
の
争
奪
戦
が
進
ま
ざ
る
を
得

な
い
。

る
。
同
様
に
、
14
億
人
の
イ
ン
ド
、

２
億
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
が
経
済
発

展
し
て
い
く
事
に
よ
っ
て
、
極
め
て

大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
の
で

あ
る
。

　

I
E
A（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
）
が
ま

と
め
た
電
力
発
電
量
の
推
移
と
、
今
後
の

推
定
を
図
1
に
示
す
。
現
在
、
世
界
の
発

電
量
は
約
30
兆
k
W
h
で
あ
る
。
15
年
前

（
2
0
1
0
）の
世
界
の
発
電
量
は
約
20
兆

k
W
h
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
15
年
で
1
・

5
倍
、
約
10
兆
k
W
h
増
え
て
い
る
。
増

加
分
の
半
分
以
上
は
中
国
で
あ
り
、
ま
た
、

石
炭
火
力
発
電
が
伸
び
て
い
る
。
一
方
、

日
本
の
発
電
量
は
、
こ
の
30
年
近
く
に
わ

た
り
、
約
1
兆
k
W
h
で
ほ
ぼ
一
定
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
日
本
10
カ
国
分
の
電
力
が
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図 1   世界の発電量履歴と推定

　

Ｇ
Ｘ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
の
背
景
か
ら
、
金
属
産
業
に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
確
保
が
重
要
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
脱
炭
素
か
つ
純
国
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
原
子
力
発
電
は
再
び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
発
電
の
活
用
を
促
進
す
る
に
あ
た
り
、
政
策
上
ど
の
よ
う
な
課
題
が
存
在
す
る
か

正
し
く
知
る
た
め
に
は
専
門
家
の
見
識
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
東
京
大
学
の
岡
本
孝
司
教
授
よ
り
「
日
本
に
お
け

る
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
」
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。
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こ
の
よ
う
な
世
界
の
状
況
の
中
で
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
2
0
2
5
年
２
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、
こ
の
よ

う
な
世
界
の
中
で
、
日
本
が
ど
の
よ
う
に

2
0
4
0
年
の
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

確
保
し
て
い
く
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

産
業
を
進
め
る
た
め
に
は
、
電
力
だ
け
で

は
な
く
、
石
炭
や
天
然
ガ
ス
な
ど
、
高
炉

や
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
で
使
わ
れ
る
、様
々

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
戦
略
的
に
確
保
し

て
い
く
事
が
必
要
と
な
る
。
現
状
で
は
、

日
本
企
業
は
、
商
社
が
優
れ
て
お
り
、
戦

略
的
に
資
源
を
確
保
し
て
い
る
。
資
源
と

い
う
意
味
で
は
、
民
間
が
十
分
に
長
期
戦

略
で
進
め
て
い
く
事
が
出
来
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
発
電
所
、
特
に
火
力
発
電

所
に
つ
い
て
は
、
二
酸
化
炭
素
削
減
と
い

う
流
れ
の
中
で
、
新
設
が
難
し
い
。
新
し

い
高
効
率
な
火
力
発
電
所
を
建
設
す
る
こ

と
で
、
よ
り
低
コ
ス
ト
で
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
も
少
な
い
電
力
を
得
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
火
力
発
電

所
の
建
設
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
と
も

に
、
変
動
電
源
で
あ
る
太
陽
光
や
風
力
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
の
運
転
を
担
わ
ざ

る
を
得
ず
、
設
備
利
用
率
が
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
う
。つ
ま
り
、発
電
所
を
作
っ
て
も
、

発
電
で
き
る
時
間
が
少
な
く
な
り
、
電
気

の
売
り
上
げ
が
減
っ
て
し
ま
い
、
投
資
回

ぐ
に
再
稼
働
し
て
い
る
。
原
子
力
発
電
所

事
故
の
リ
ス
ク
と
、
再
稼
働
せ
ず
に
停
電

な
ど
に
よ
り
多
く
の
命
が
失
わ
れ
る
リ
ス

ク
を
評
価
し
て
、
再
稼
働
を
選
ん
で
い
る
。

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
し
た
後
、
E
U
の

強
い
要
請
で
2
0
0
0
年
に
は
運
転
を
止

め
て
い
る
が
、
替
わ
り
に
４
基
の
原
子
炉

を
新
設
し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
廃
止
措
置
を
決
め
た

原
子
力
発
電
所
が
、
改
め
て
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
得
し
て
、
再
稼
働
す
る
事
を
決
め
て

い
る
も
の
が
多
く
あ
る
。
ス
リ
ー
マ
イ
ル

島
発
電
所
1
号
機
は
有
名
で
あ
る
が
、
発

電
コ
ス
ト
の
ほ
と
ん
ど
を
設
備
費
な
ど
の

固
定
費
が
占
め
る
た
め
、
燃
料
代
や
保
守

費
用
、
運
転
費
用
な
ど
に
対
す
る
わ
ず
か

な
投
資
で
、
大
き
な
リ
タ
ー
ン
が
見
込
め

収
が
難
し
く
な
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

国
が
先
導
し
て
、
再
エ
ネ
を
推
進
し
て
き

た
た
め
で
あ
る
。
火
力
発
電
所
の
建
設
を
、

本
来
は
国
が
先
導
し
て
戦
略
的
に
進
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

世
界
に
お
け
る

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

原
子
力
発
電
所
を
め
ぐ
る
リ
ス
ク
は
、

事
故
に
よ
る
リ
ス
ク
が
大
き
く
着
目
さ
れ

て
い
る
が
、
動
か
せ
る
発
電
所
を
動
か
さ

な
い
リ
ス
ク
と
い
う
も
の
も
当
然
存
在
す

る
。
原
子
力
発
電
所
は
１
基
で
年
間
約
70
～

1
0
0
億
k
W
h
の
電
気
を
供
給
で
き
る
。

日
本
の
発
電
量
約
１
％
に
相
当
す
る
大
電

力
で
あ
る
。
も
し
、
中
東
な
ど
の
政
治
状

態
が
不
安
定
化
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
途

絶
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
原
子
力

を
動
か
す
こ
と
で
助
か
る
命
も
あ
る
。
一

方
で
、
健
康
の
た
め
な
ら
死
ん
で
も
構
わ

な
い
と
い
う
矛
盾
に
近
い
こ
と
が
あ
り
得

る
か
も
し
れ
な
い
。
健
康
を
損
ね
る
可
能

性
が
極
め
て
僅
か
あ
る
と
し
て
も
、
生
き

る
た
め
に
再
稼
働
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
因
み
に
、1
9
8
6
年
に

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
4
号
機

が
大
事
故
を
起
こ
し
た
が
、
す
ぐ
隣
に
あ

る
3
号
機
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
電
力
需
要

を
確
保
す
る
た
め
、
4
号
機
の
事
故
後
す

る
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
で
原
子
力
発
電
所

が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
な
投

資
で
確
実
に
収
入
が
見
込
め
る
た
め
で
あ

る
。
す
で
に
建
設
か
ら
30
年
以
上
が
経
ち
、

す
で
に
50
年
の
運
転
期
間
を
超
え
て
い
る

プ
ラ
ン
ト
も
多
い
。

　

図
２
に
、
ア
メ
リ
カ
ド
レ
ス
デ
ン
発
電

所
２
、３
号
機
と
、
日
本
高
浜
発
電
所
３
、

４
号
機
の
年
間
発
電
電
力
（
億
k
W
h
）

を
示
す
。
ド
レ
ス
デ
ン
で
は
、
90
年
代
中

ご
ろ
か
ら
発
電
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
よ
く
停
止
し
て

お
り
、
高
浜
発
電
所
の
方
が
多
く
電
力
を

作
っ
て
い
た
。し
か
し
、90
年
代
中
ご
ろ
に
、

リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
保
全
の
仕
組
み
を
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、
停
止
間
隔
を
２
年

と
し
た
り
、
原
子
炉
の
出
力
向
上
な
ど
を
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図 2   日米原子力発電所の発電量推移
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ム
で
の
投
資
回
収
を
行
う
こ
と
が
目
的

で
、
発
電
で
の
投
資
回
収
は
考
え
ら
れ
て

い
な
い
。
一
方
で
、
高
温
ガ
ス
炉
や
、
小

型
軽
水
炉
な
ど
は
、
最
初
の
数
基
の
投
資

回
収
に
リ
ス
ク
が
あ
る
が
、
も
し
複
数
基

が
継
続
的
に
建
設
で
き
れ
ば
、
投
資
商
品

と
し
て
は
十
分
な
利
益
が
見
込
め
る
。
先

日
、
ア
メ
リ
カ
原
子
力
学
会
の
年
会
に
出

席
し
た
が
、極
め
て
多
数
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
発
表
を
行
っ
て
い
た
。
明
ら
か
に
技

術
力
不
足
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
多
い
が
、

い
く
つ
か
は
、
技
術
的
に
成
立
す
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
も
核
燃
料
調
達
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
が
弱
く
、
特
に
濃
縮
度
を
若

干
高
め
た
ウ
ラ
ン
燃
料
の
供
給
見
込
み
が

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
状
況
は
10
年
後
の
日
本
で

あ
る
。
大
き
な
違
い
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
燃

料
に
つ
い
て
は
国
（
D
O
E
）
が
サ
ポ
ー
ト

し
、
発
電
所
に
つ
い
て
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
任

せ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、
国
策
民

営
と
い
う
か
た
ち
で
、
リ
ス
ク
を
民
間
が

と
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
。
特
に
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
、
す
べ
て

東
京
電
力
の
責
任
と
し
た
た
め
、
会
社
は

国
営
化
（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支

援
機
構（
N
D
F
）が
過
半
数
の
株
を
所
有
）

さ
れ
、
経
営
リ
ス
ク
が
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ

で
は
規
制
委
員
会
（
N
R
C
）が
合
理
的
に

新
設
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
極
め

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
あ
る
。
2
0
0
0

年
代
に
い
く
つ
も
の
原
子
力
発
電
所
の

新
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た

が
、
ヴ
ォ
グ
ル
原
子
力
発
電
所
の
２
基
の

A
P
1
0
0
0
以
外
は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ

た
。
ヴ
ォ
グ
ル
原
子
力
発
電
所
も
運
転
開

始
が
遅
れ
、
初
期
投
資
が
大
幅
に
膨
れ
上

が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
80
年
に
わ
た
り

安
定
な
電
力
を
売
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

十
分
に
投
資
回
収
は
可
能
で
あ
る
。
現
状

の
ア
メ
リ
カ
を
見
る
と
、
大
型
炉
の
新
設

に
つ
い
て
は
、
建
設
期
間
が
長
期
化
す
る

リ
ス
ク
が
大
き
く
、
投
資
商
品
と
し
て
は

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
こ
の
リ
ス
ク
回
避
の

た
め
に
、
日
本
か
ら
の
80
兆
円
の
投
資
を

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
万
一
失
敗
し
て
も
日
本
が

困
る
だ
け
で
、
ア
メ
リ
カ
は
困
ら
な
い
。

リ
ス
ク
の
高
い
大
型
原
子
炉
に
、
日
本
か

ら
の
投
資
を
当
て
る
。
一
方
、
比
較
的
短

期
間
で
建
設
が
可
能
で
、
短
期
間
で
投
資

回
収
が
見
込
め
る
い
わ
ゆ
る
小
型
炉（
Ｓ

Ｍ
Ｒ
）に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
中
心
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内

で
投
資
が
進
ん
で
い
る
。
技
術
的
に
は
、

10
年
単
位
で
は
実
現
不
可
能
な
核
融
合
炉

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
投
資
を
集
め
て
い
る

の
は
、
単
純
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
メ
カ
ニ
ズ

規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
民
と
も

積
極
的
に
対
話
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
予
見
性
が
高
い
。

一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
（
N
R
A
）が
、技
術
的
で
は
な
く
、

単
純
に
法
令
の
解
釈
の
み
で
安
全
性
を
判

定
し
て
お
り
、
本
質
的
な
原
子
力
安
全
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
審

査
も
、
解
釈
の
整
合
性
に
加
え
て
、
審
査

員
の
思
い
付
き
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

予
見
性
が
全
く
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

審
査
期
間
が
無
限
に
か
か
る
可
能
性
す
ら

あ
る
。
上
記
の
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
環
境

の
違
い
が
、
日
本
に
お
け
る
原
子
力
発
電

投
資
を
や
り
に
く
く
し
て
い
る
。

　

逆
に
言
え
ば
、
こ
の
10
年
間
の
間
に
、

上
記
の
課
題
を
克
服
で
き
れ
ば
、
日
本
に

お
い
て
も
原
子
力
発
電
所
の
投
資
が
増
加

し
、2
0
5
0
年
の
リ
プ
レ
ー
ス
に
向
け

た
動
き
も
活
性
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
背
に
腹
を
変
え
ら
れ
な
い
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
鑑
み
る
と
、
再
稼

働
し
た
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ

カ
と
同
様
の
80
年
運
転
が
最
も
あ
り
う
る

べ
き
シ
ナ
リ
オ
で
あ
ろ
う
。
原
子
炉
容
器

の
中
性
子
脆
化
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
に

ク
リ
ア
で
き
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
問

題
は
、
原
子
炉
容
器
以
外
の
シ
ス
テ
ム
的

な
劣
化
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
シ
ス

テ
ム
に
着
目
し
た
80
年
運
転
の
審
査
が
進

行
う
こ
と
で
、95
％
以
上
の
設
備
利
用
率
を

達
成
し
、
大
量
の
電
力
を
供
給
し
て
き
て

い
る
。
高
浜
発
電
所
は
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
ま
で
は
、
80
％
程
度
の
設
備

利
用
率
で
あ
り
、
再
稼
働
後
は
若
干
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
発
電
量
の
実
績
は
、
ト

ラ
ブ
ル
が
無
い
と
い
う
事
を
意
味
し
て
お

り
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
を
表
す
指

標
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
ア
メ
リ
カ
と
同

様
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
保
全
の
仕
組
み

を
取
り
入
れ
れ
ば
、
よ
り
安
全
に
な
っ
て

止
ま
る
時
間
が
減
り
、
よ
り
多
く
の
電
力

を
供
給
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
で

は
比
較
的
長
く
止
ま
っ
て
お
り
、
安
全
性

が
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
劣
る
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
。
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
安
全
性

を
高
め
る
こ
と
で
、
停
止
期
間
を
減
ら
す

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
寿
命
延
長
の
評
価
も

盛
ん
で
あ
り
、
す
で
に
80
年
運
転
を
認
め 

ら
れ
た
原
子
炉
も
多
い
。
80
年
運
転
で
き

る
と
な
る
と
、
今
か
ら
30
年
に
わ
た
り
、

安
価
な
電
力
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
事

に
な
る
。
つ
ま
り
、2
0
5
5
年
ま
で
は
、

現
状
の
約
1
0
0
基
の
原
子
力
発
電
所

を
運
転
し
続
け
る
可
能
性
が
高
い
。
一
方

で
、
新
規
建
設
に
つ
い
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
大
統
領
令
に
よ
っ
て
進
め
る
事
が

示
さ
れ
て
い
る
。
電
気
容
量
を
今
の
4
倍
、

つ
ま
り
、
3
0
0
基
の
原
子
力
発
電
所
の
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め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
日
本
の
法
令
で
は
、

運
転
期
間
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
60
年
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
法

令
改
正
を
行
え
ば
、
最
大
80
年
の
運
転
期

間
は
達
成
可
能
で
あ
る
。
安
全
性
に
つ
い

て
は
、
10
年
ご
と
に
規
制
委
員
会
が
確
認

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の

例
な
ど
を
参
考
に
、
シ
ス
テ
ム
に
着
目
し

た
審
査
を
行
う
こ
と
で
、
安
全
な
80
年
運

転
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

80
年
運
転
が
可
能
と
な
れ
ば
、
日
本
で

原
子
力
発
電
所
の
リ
プ
レ
ー
ス
が
必
要
な

時
期
が
20
年
遅
れ
、
2
0
6
0
年
代
後
半

と
な
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
廃
止
措
置

を
進
め
、
リ
プ
レ
ー
ス
の
議
論
を
進
め
る

事
が
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
廃
止
措
置
も
、

日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
に
比
べ
て
極

め
て
遅
れ
て
い
る
。
欧
米
で
は
廃
止
措
置

を
開
始
し
て
か
ら
5
～
10
年
で
更
地
に
す

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日

本
で
も
欧
米
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で
き
れ

ば
、
2
0
4
0
年
ま
で
に
は
廃
止
措
置
中

の
原
子
力
発
電
所
を
更
地
に
で
き
る
。
残

念
な
が
ら
、
日
本
の
場
合
は
、
原
子
力
規

制
が
原
子
力
安
全
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ

と
と
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
二
つ
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
廃
止
措
置
は
30
年
以

上
か
か
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
べ
き
戦
略

　

ま
ず
第
一
に
、
日
本
に
お
け
る
原
子
力

開
発
に
投
資
が
可
能
な
環
境
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
原

子
力
発
電
所
を
建
設
で
き
て
い
な
い
が
、

技
術
力
は
十
分
に
持
っ
て
い
る
。
一
番
の

課
題
は
、
原
子
力
利
用
に
対
す
る
環
境
整

備
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
①
原

子
力
規
制
を
原
子
力
安
全
を
目
的
と
す
る

も
の
に
改
善
す
る
事
、
②
原
子
力
損
害
の

賠
償
に
関
す
る
法
律
や
、
原
子
力
損
害
賠

償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法
を
改
善
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
お
け
る
リ
ス
ク
に
対
し

て
国
の
責
任
を
明
確
化
す
る
事
、
③
放
射

性
廃
棄
物
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
高
め

る
事
の
３
点
が
、
10
年
間
の
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
期
間
に
必
要
で
あ
る
。

　

規
制
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
だ
け

で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
検
査
不
正
の
よ
う
に
、
物
理
的
で
は
な

く
、
書
類
上
の
エ
ラ
ー
を
規
制
す
る
仕
組

み
で
は
、
産
業
発
展
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

リ
ス
ク
を
定
量
化
し
、
リ
ス
ク
に
基
づ
い

て
規
制
を
行
う
、
欧
米
の
仕
組
み
を
日
本

に
導
入
す
る
こ
と
が
、
産
業
発
展
の

大
き
な
基
盤
と
な
る
。
特
に
原
子
力

は
書
類
安
全
を
目
的
と
す
る
の
で
は

な
く
、
原
子
力
に
よ
る
リ
ス
ク
を
低
減
化

す
る
事
を
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

国
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
規
制

の
ま
ま
で
は
審
査
に
無
限
時
間
が
か
か
り
、

民
間
投
資
は
不
可
能
で
あ
る
。
国
が
投
資

の
リ
ス
ク
を
と
り
、
将
来
の
日
本
人
の
た

め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
道
を
開
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
半
導
体
で
は
数
千
億
円

規
模
の
リ
ス
ク
を
国
が
肩
代
わ
り
し
て
い

る
。
同
様
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
た
め
に
、

数
千
億
円
規
模
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
国
が

行
う
事
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
国
指
導
に
よ
る
電
力
会
社
や
メ
ー

カ
ー
の
再
編
な
ど
も
あ
り
得
る
と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
放
射
性
廃
棄
物
で
あ
る
。
一

言
で
放
射
性
廃
棄
物
と
い
っ
て
も
ピ
ン
か

ら
キ
リ
ま
で
あ
り
、
極
め
て
危
険
な
ガ
ラ

ス
固
化
体
の
高
レ
ベ
ル
か
ら
、
50
年
埋
め

て
お
け
ば
放
射
能
が
無
く
な
る
L
3
低

レ
ベ
ル
ま
で
幅
が
広
い
。
国
民
の
理
解
は
、

ど
う
し
て
も
リ
ス
ク
の
大
き
な
高
レ
ベ
ル

に
集
中
す
る
が
、
そ
の
量
は
、L
3
と
比

較
す
る
と
極
わ
ず
か
で
あ
る
。
L
3
埋
設

処
分
場
を
全
事
業
者
で
建
設
す
る
こ
と
が
、

廃
止
措
置
の
進
行
に
は
必
須
と
な
る
。
逆

に
言
え
ば
L
3
埋
設
処
分
場
が
あ
れ
ば
、

廃
止
措
置
は
10
年
で
終
わ
る
。
こ
の
L
3

埋
設
処
分
場
は
50
年
で
放
射
能
は
無
く
な

る
。
産
業
廃
棄
物
処
分
場
に
埋
め
ら
れ
た

鉛
な
ど
は
無
限
に
リ
ス
ク
が
無
く
な
ら
な

い
の
に
対
し
て
、
リ
ス
ク
が
無
く
な
る
の

で
あ
る
。
地
方
自
治
体
が
税
金
な
ど
を
徴

収
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
、
地
域

の
理
解
を
得
る
こ
と
で
、
放
射
性
廃
棄
物

の
90
％
以
上
を
占
め
る
L
3
低
レ
ベ
ル
廃

棄
物
が
処
分
で
き
る
。

　

以
上
、
３
つ
の
課
題
を
克
服
で
き
れ
ば
、

原
子
力
発
電
所
の
複
数
基
の
新
設
が
可
能

と
な
り
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
を
担
保
で
き
る
。
10
年
の
期
間
で

課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
80
年
長
期

運
転
で
リ
ス
ク
を
先
送
り
し
、
安
全
で
安

定
で
安
価
な
原
子
力
発
電
に
よ
る
電
力
を

供
給
し
続
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

政
策
・
制
度
解
説
コ
ー
ナ
ー
　

日
本
に
お
け
る
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
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